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■PBEE研究・研修センター設立の趣旨

○近年、世界的なレベルで社会政策の様々な領域でエビデンスに基づく政策⽴案(EBPM; Evidence-

Based Policy Making)を重視する動きが急速に進展しており、同時に社会課題解決のために成果を生

み出す社会プログラム（変革プログラム）の形成・発展を科学的に進めるために有効な形成的評価
の⽅法論が模索されています。

○このような中、日本の対人サービスの領域では、既存サービスでは対応困難な様々な社会課題が拡大し、い

わゆる「制度の狭間」等の問題として、喫緊に対応が必要な重要課題と認識されています。

○これに対して、実践現場から課題解決に有効な変革プログラムを設計・開発して、より良い課題解

決の成果を生み出す「実践家や当事者の役割」に期待が集まっています。それに伴って、その変革

プログラムを科学的根拠に基づく有効な「効果モデル」に形成・発展させて、社会に実装させる実
践家・当事者の⼒量や資質の形成（評価キャパシティ形成：ECB）、そして実践家における評価⼈材
養成が重要な課題になっています。

○これら課題に対して私たちは、「実践家参画型エンパワメント評価(PBEE)」の⽅法論の開発に取組み、

いくつかの変革プログラムに適用して、その有効性を確認して来ました。PBEE は、社会課題解決に

有効な変革プログラムを、科学的根拠に基づく効果的プログラム（「EBP効果モデル」）に形成・発
展させるための形成的評価アプローチ法であり、かつ実践家・当事者や⽀援組織のECBにも寄与す
る⽅法として世界的にも独自性のある評価方法論と考えています。

○私たちは、社会プログラム実施・運営の日常実践に関わる実践家、及びサービス利用者（当事

者）の創意工夫や実践上の経験知・アイデアを活かして、同時に当事者が希望する支援ゴール

・リカバリーゴールを、当事者が望む方法･方式で実現する形成的評価の⽅法論（PBEE）を全
国の対⼈サービスの実践現場に実装することが重要と考えています。それは実践現場を当事者

の課題解決を中心に据えた｢学習する組織｣へと変⾰し、それにより⽀援組織のサービスの質全
体が向上して、当事者が望む支援ゴールの達成に大きく寄与すると考えるからです。

○私たちは、PBEE アプローチ法をさまざまな変革プログラムに適用・適合させ、より有効性の高

い「EBP 効果モデル」に発展させるためのプログラム評価実践や評価実践研究に、実践家・当

事者の皆さんとご一緒に協働して取り組みたいと願っています。

○より効果的な「EBP効果モデル」の共同創造(co-production)は私たちの使命です。このような

取組みが、今後より優れたものになるように、私たちは日ごろからPBEEアプローチ法の継続的
改善・アップグレードに務めると共に、この評価アプローチ法に関心をもつ多くの関係者の皆

さまとご一緒に PBEE に関わる研究交流と情報・意⾒交換、研修活動と評価⼈材育成、広報・
普及活動を行い、この評価アプローチ法の担い⼿を育成して社会実装を進めると共に、関係者
とのネットワークを広げて⾏きたいと考えます。



○そのために、私たちは一般財団法人 PBEE 研究・研修センターを設立します。私たちの理念や

使命、活動の意義にご賛同頂く関係者の皆さんにご参画いただいて、PBEEアプローチ法の実践
現場への社会実装に向けて、皆さまとご一緒に協働して行きたいと願っています。
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